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2023 年 4 月 24 日
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へ
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デ
ー
ス
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ー
ガ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
通
研
支
部

第
94
回

平
和
と
く
ら
し
を
壊
す
大
軍
拡
・
大
増
税
に
反

対・「
安
保
三
文
書
」
は
「
専
守
防
衛
」
を
ふ
み
に

じ
る
憲
法
違
反
。
閣
議
決
定
を
撤
回
せ
よ

・
平
和
を
破
壊
し
、
日
本
を
戦
場
化
す
る
「
戦

争
国
家
づ
く
り
」
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う

・
憲
法
9
条
を
生
か
し
た
対
話
と
外
交
に
よ
っ

て
東
ア
ジ
ア
に
平
和
を
。
憲
法
改
悪
反
対

・
大
軍
拡
の
た
め
の
大
増
税
、
負
担
増
を
や
め
、

国
民
生
活
を
守
れ

　

岸
田
首
相
は
日
本
学
術
会
議
の
独
立
性
を

壊
す
改
悪
法
案
を
断
念
せ
よ

　

岸
田
首
相
は
日
本
学
術
会
議
会
員
候
補
６

人
の
任
命
拒
否
を
撤
回
せ
よ

　

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
や
め
、
た

だ
ち
に
撤
退
せ
よ

　

辺
野
古
の
新
基
地
建
設
反
対
、
西
南
諸
島

の
ミ
サ
イ
ル
基
地
化
反
対

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
批
准
を
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
検
査
、
予
防
接
種
な
ど
の
公

費
負
担
を
継
続
し
、
重
症
化
対
策
の
強
化
を

　

８
時
間
働
い
て
普
通
に
暮
ら
せ
る
賃
金
・
働

く
ル
ー
ル
の
確
立
を
！

　

い
ま
す
ぐ
最
賃
１
５
０
０
円
、
全
国
一
律
最

賃
法
制
化
の
実
現

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多
様
性
の

尊
重

　

消
費
税
５
％
へ
の
減
税
、
不
公
正
税
制
の
是

正
、
大
企
業
の
内
部
留
保
の
還
元

　

福
島
原
発
の
汚
染
水
を
海
洋
放
出
す
る
な
！ 

　

危
険
な
老
朽
原
発
の
再
稼
働
反
対
。
原
発
ゼ

ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
者
は
連
帯
し
、
賃
金
、
労
働
条
件

の
大
幅
改
善
を
実
現
し
よ
う

・
大
幅
賃
上
げ
、
ボ
ー
ナ
ス
大
幅
増
を
実
現
し

よ
う

・
賃
上
げ
原
資
配
分
に
よ
る
賃
金
格
差
の
拡
大

反
対
、
一
律
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

・
労
働
強
化
と
低
賃
金
を
押
し
つ
け
る
「
成
果

主
義
」
賃
金
制
度
は
廃
止
を
。 

評
価
の
透
明

性
・
公
平
性
・
納
得
性
の
確
保
を

・
異
動
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
の
意
向
、
家
庭

の
事
情
、
キ
ャ
リ
ア
、
ス
キ
ル
の
尊
重
を

研
究
者
・
技
術
者
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
研
究

所
に
ふ
さ
わ
し
い
職
場
を
築
こ
う

・
長
時
間
労
働
を
規
制
し
、
健
康
と
生
活
を
守
れ

・
裁
量
研
究
開
発
手
当
の
大
幅
な
増
額
を
、リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
手
当
の
増
額
を

・
研
究
者
・
技
術
者
の
専
門
職
性
の
尊
重
を

・
研
究
の
継
続
性
・
系
統
性
を
重
視
し
、
基
礎
か

ら
応
用
ま
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
研
究
計
画
を

　

軍
事
研
究
反
対
、
研
究
成
果
の
軍
事
利
用
を
許

す
な

　

金
権
腐
敗
政
治
の
根
源
で
あ
る
企
業
・
団
体
献

金
の
禁
止
、
政
党
助
成
金
の
廃
止
を

　

日
米
安
保
条
約
を
廃
棄
し
、
平
和
・
中
立
の
日

本
を
築
こ
う

　

政
府
が
日
本
学
術
会
議

法
改
定
案
の
今
国
会
提
出

を
見
送
る
。「
日
本
学
術
会

議
の
新
会
員
の
選
考
に
介

入
す
る
た
め
の
改
悪
案

だ
」「
良
か
っ
た
。
世
論
が

政
府
を
追
い
込
ん
だ
」「
学

術
会
議
は
18
日
の
総
会
で

政
府
に
今
国
会
へ
の
法
案

提
出
断
念
を
勧
告
し
て
い

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

岸
田
首
相
の
襲
撃
未
遂

事
件
。「
筒
状
の
爆
発
物
を

投
げ
た
男
が
逮
捕
さ
れ

た
」「
破
片
が
40
ｍ
、60
ｍ

も
の
遠
い
所
に
穴
を
空
け

て
い
た
。
恐
ろ
し
い
」「
ど

ん
な
理
由
に
せ
よ
暴
力
は

許
さ
れ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
19
日
、厚
労
省
の
専
門
家

会
議
が
第
９
波
は
第
８
波

よ
り
大
規
模
に
な
る
可
能

性
を
指
摘
し
た
」「
国
内
の

感
染
者
の
割
合
が
低
い
こ

と
や
対
策
の
緩
和
を
危
惧
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

あらたな戦前にさせない！
守ろう平和といのちとくらし

2023 憲法大集会
日時：５月３日（水・休） 12:30 ～ パレード 14:30 ～

場所：東京・有明防災公園
　　　※りんかい線「国際展示場駅」より徒歩 4 分
　　　ゆりかもめ「有明駅」より徒歩 2 分

主催：平和といのちと人権を！ 5.3 憲法集会実行委員会

し
て
い
る
」「
Ｘ
Ｂ
Ｂ
・

１
・
５
の
割
合
が
増
え
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

陸
上
自
衛
隊
ヘ
リ
墜
落

事
故
。「
宮
古
島
周
辺
の
海

中
で
搭
乗
者
６
人
と
機
体

の
一
部
が
発
見
さ
れ
た
」

「
機
体
と
不
明
者
の
発
見

に
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
か

か
っ
た
」「
今
も
不
明
者
４

選
手
も
７
試
合
ぶ
り
に
マ

ル
チ
安
打
を
決
め
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

21
日
、
関
東
で
今
年
初

の
真
夏
日
を
観
測
。「
前
橋

市
な
ど
群
馬
県
の
７
市
で

30
℃
を
超
え
た
」「
４
月
中

の
真
夏
日
は
５
年
ぶ
り
と

の
こ
と
」「
東
京
都
心
も

26
・
８
℃
の
夏
日
。暑
か
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
梅
の
実
が
育
っ
て
き

た
」「
ツ
ツ
ジ
の
花
が
白
、

赤
紫
、
薄
桃
色
と
き
れ
い

だ
」次

回
発
行
は
5
月
８
日

で
す
。

　

日
本
学
術
会
議
は
18
日
、

総
会
で
全
会
一
致
、
政
府

に
対
し
、
今
国
会
へ
の
学

術
会
議
法
改
悪
案
の
提
出

を
い
っ
た
ん
思
い
と
ど
ま

り
、
日
本
学
術
会
議
の
あ

り
方
を
含
め
、
さ
ら
に
日

本
の
学
術
体
制
全
般
に
わ

学
術
会
議　

政
府
に
勧
告

「
改
悪
法
案
提
出
や
め
議
論
を
」

批
判
広
が
り
、
国
会
提
出
見
送
り

た
る
包
括
的
・
抜
本
的
な

見
直
し
を
行
う
た
め
の
開

か
れ
た
協
議
の
場
を
設
け

る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
勧

告
を
出
し
ま
し
た
。
総
会

で
決
議
し
た
勧
告
を
出
す

の
は
18
年
ぶ
り
、
勧
告
は

「
声
明
」よ
り
強
い
意
思
表

示
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
国
民
に
向
け

た
声
明
は
、
学
術
会
議
と

立
的
発
展
へ
の
危
惧
を
表

明
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
20
日
、
改
悪
案

の
今
国
会
提
出
の
見
送
り

を
発
表
し
ま
し
た
。
学
術

界
か
ら
の
批
判
が
広
が
り
、

日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者

８
人
を
は
じ
め
、
世
界
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
61
人
も

懸
念
を
表
明
。
こ
う
し
た

声
が
政
府
を
追
い
込
み
ま

し
た
。
政
府
は
学
術
会
議

の
独
立
性
奪
う
企
て
を
完

全
に
断
念
す
べ
き
で
す
。

の
真
摯
な
対
話
を
欠
い
た

ま
ま
、
政
府
が
法
改
悪
方

針
を
一
方
的
に
出
し
た
問

題
や
、学
術
の
独
立
性
、自

マイナンバー法改定案

保険証廃止で強要告発

　日本共産党が国会追及

　

健
康
保
険
証
を
廃
止
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
置
き
換
え
よ
う
と
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
改
定
案

が
14
日
、
衆
院
本
会
議
で

審
議
入
り
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
塩
川
鉄

也
議
員
は
「
保
険
証
を
人

質
に
、
窓
口
負
担
を
増
や

し
て
ま
で
カ
ー
ド
の
取

得
・
利
用
を
強
要
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
批

判
し
ま
し
た
。

　

同
改
定
案
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
を
「
全
て
の

行
政
分
野
に
お
い
て
推
進

す
る
」
と
し
て
お
り
、
塩

川
氏
は
社
会
保
障
・
税
・

災
害
対
策
の
３
分
野
に
限

定
し
て
い
る
現
行
制
度
の

仕
組
み
を
大
き
く
変
え
る

も
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
の
危
険
性
を
一
層
高

め
る
と
批
判
。
年
金
受
給

口
座
を
手
始
め
に
、
本
人

が
「
不
同
意
」
と
回
答
し

な
け
れ
ば
自
動
的
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
と
ひ
も
づ
け
る

特
例
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
は
、
本
人
「
同
意
」
原

則
か
ら
百
八
十
度
の
転
換

で
あ
り
、「
制
度
へ
の
国
民

不
信
が
一
層
高
ま
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

ドイツ 全原発停止
　 市民運動が後押し

環境相「原子力 制御できない」

　

ド
イ
ツ
は
15
日
、
国
内

の
す
べ
て
の
原
発
を
停
止

し
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
に

は
全
発
電
量
の
35
％
以
上

を
占
め
て
い
た
原
子
力
発

電
が
62
年
間
の
歴
史
を
終

え
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
は
２
０
０
２
年
、

社
民
党
と
緑
の
党
の
連
立

政
権
の
下
で
、
21
年
ま
で

の
原
発
停
止
を
法
制
化
。

メ
ル
ケ
ル
政
権
は
運
転
期

間
を
い
っ
た
ん
延
長
し
た

も
の
の
11
年
に
発
生
し
た

福
島
第
１
原
発
事
故
を
受

け
、
22
年
ま
で
の
脱
原
発

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

へ
の
対
応
と
し
て
、
政
府

は
最
後
の
原
発
３
基
に
つ

い
て
４
月
15
日
ま
で
稼
働

延
長
、
そ
の
後
の
再
延
長

は
せ
ず
脱
原
発
が
完
了
し

ま
し
た
。

　

レ
ム
ケ
環
境
相
（
緑
の

党
）
は
、「
原
子
力
は
高
リ

ス
ク
技
術
で
あ
り
、
制
御

で
き
な
い
」
と
断
言
。
さ

ら
に
「
原
発
は
戦
争
に
お

け
る
標
的
に
な
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
脱

原
発
を
後
押
し
し
た
の
は
、

１
９
７
０
年
代
か
ら
続
け

ら
れ
て
き
た
反
核
・
反
原

発
運
動
で
し
た
。

人
の
捜
索
が
続
い
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｍ
Ｌ
Ｂ
。「
大
谷
選
手
が

４
号
ホ
ー
ム
ラ
ン
や
盗
塁

で
活
躍
し
て
い
る
」「
吉
田


